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村上健太郎さんと瑛菜ちゃん・梨乃ちゃん
けん た  ろう　　　　 え   な 　　　　　 り   の

（紹介は２ページです）

《相内地区・豊田》

特
集

地域で結束、幅広い交流へ
ＪＡきたみらい青年部・女性部・フレッシュミズ 第２０回通常総代会終える

ＪＡ青年・女性三組織で意見交換会！
～農作業安全をテーマに意見交換～



23

姉妹仲良く、元気で幸せになって
　

強
い
風
が
吹
き
厳
し
い
寒
さ
と
な
っ
た
２
月
28

日
、
村
上
さ
ん
ご
家
族
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

長
女
の
瑛
菜
ち
ゃ
ん
は
天
真
爛
漫
で
好
奇
心
が

旺
盛
。
普
段
は
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
で
色
々
な
動
画
を

見
て
、
流
行
り
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。
踊
る

こ
と
が
好
き
で
、
動
画
を
見
て
よ
く
ダ
ン
ス
を
披

露
し
て
く
れ
る
の
だ
と
か
。
他
に
も
シ
ュ
シ
ュ
を

お
人
形
さ
ん
の
腰
に
巻
き
、
ス
カ
ー
ト
を
表
現
す

る
な
ど
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
一
面
も
あ
る
よ
う
で

す
！

　

将
来
の
夢
は
素
敵
な
女
性
に
な
る
こ
と
で
、
具

体
的
に
は
「
黒
を
着
こ
な
す
ギ
ャ
ル
」
に
な
り
た

い
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
最
近
は
服
へ
の
こ
だ

わ
り
も
出
て
き
て
、
自
分
で
好
き
な
服
を
選
ぶ
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
！

　

11
月
に
は
次
女
の
梨
乃
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
、
瑛

菜
ち
ゃ
ん
は
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
し
た
。
妹
の

こ
と
を
い
つ
も
気
に
か
け
、
寝
か
し
つ
け
な
ど
の

お
世
話
を
積
極
的
に
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん

な
姿
に
ご
両
親
の
健
太
郎
さ
ん
と
舞
花
さ
ん
は

「
危
な
っ
か
し
い
こ
と
も
あ
る
け
ど
と
て
も
助
か

っ
て
い
る
。
早
く
大
き
く
な
っ
て
姉
妹
仲
良
く
遊

ん
で
い
る
姿
が
見
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
２
人
に
対
し
て
ご
両
親
は
「
元
気
で
良

い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
。
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ

て
、
幸
せ
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
ま
し
た
。

【ご家族紹介】
前列左から～長女の瑛菜ちゃん(４)、次女の梨乃ちゃん(０)、

　　　　　　お父さんの健太郎さん(32)、お母さんの舞花さん(31)

作付内容：水稲を作付けしています。

玉ねぎの播種、

伏せ込みが各地で開始

　きたみらい管内では２月から一斉

に玉ねぎの播種作業が始まりました。

　きたみらい玉葱振興会会長で北見

地区の加藤英樹さんは２月７日から

作業を開始。黄玉ねぎのほかに赤玉ねぎや真白、試験品

種が播種された育苗ポット約9,000枚を、２月18日まで

にハウス４棟へ伏せ込みました。

　播種作業を行うにあたって加藤会長は「昨年は日焼け

や降雹など気象災害が多く発生したが、今年は災害がな

く平年作以上の作柄になれば」と話しました。

　当ＪＡでは今年度、約4,600㌶の作付けを計画し、27

万㌧の生産量を見込んでいます。
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Ｊ
Ａ
青
年
・
女
性
三
組
織
で

                    

意
見
交
換
会
！

 

～
農
作
業
安
全
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
～

地
域
で
結
束
、幅
広
い
交
流
へ

 

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
・

      

女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

         

第
20
回
通
常
総
代
会
終
え
る

育苗ポットを播
種機にセットす
る加藤会長
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Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
は
２
月
14

日
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
第
20
回
通
常
総

代
会
を
開
き
、
代
議
員
40
人
（
本
人
出
席

34
人
、
委
任
状
出
席
６
人
）
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

開
会
挨
拶
で
昆
野
将
之
部
長
は
「
令
和

５
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、
ス
ポ

ー
ツ
交
流
会
で
多
く
の
部
員
職
員
が
参
加

し
て
交
流
を
深
め
た
り
、
農
産
物
を
使
っ

た
Ｕ
Ｆ
Ｏ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
な
ど
、
様
々
な

活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
宮
下
常
務
は
「
地
区
別

懇
談
会
へ
の
参
加
な
ど
を
通
し
て
、
今
後

の
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
の
た
め
に
青
年
層
の
積

極
的
な
意
見
を
頂
戴
し
た
い
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
な
ど
で
積
極
的
に
部
員
や

職
員
の
交
流
を
図
っ
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

総
代
会
は
昨
年
度
か
ら
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

で
実
施
し
て
お
り
、
事
前
に
送
信
さ
れ
た

デ
ー
タ
や
ス
ク
リ
ー
ン
で
議
案
を
確
認
し

な
が
ら
、
議
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
活
動
計
画
に
お
い
て
は
、

農
業
Ｐ
Ｒ
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
の
ほ

か
、
三
組
織
20
周
年
事
業
の
実
施
な
ど
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
部
長
に
選
出
さ
れ
た
廣
中
諭
さ
ん
は

「
今
後
部
員
の
減
少
が
更
に
進
み
組
織
の

再
編
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
が
、

現
状
は
支
部
お
よ
び
本
部
の
間
で
温
度
差

が
あ
る
と
感
じ
る
。
今
年
は
そ
れ
を
な
く

す
足
掛
か
り
を
作
る
一
年
に
し
た
い
」
と

挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
・
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

第
20
回
通
常
総
代
会
終
え
る

　
青
年
部
・
女
性
部
・
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
で
は
地
域
で
の
組
織

再
編
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
新
た
な
仲
間
と
の
活
動
に
取

り
組
み
、
組
織
の
つ
な
が
り
を

強
め
る
Ｊ
Ａ
青
年
・
女
性
三
組

織
を
報
告
し
ま
す
。

特集

▲祝辞を述べる
　宮下常務

▲開会の挨拶を行う
　昆野部長

▲議長に任命された川畠部員、笠野部員（左から）

▲令和５年度の役員
（起立者左より髙橋理事・安藤理事・川島監事・兼安理事、廣中理事）
（着席者左より大関副部長・昆野部長・梶浦副部長・貝沼代表監事）

▲就任挨拶を行う令和６年度三役
（左より廣中部長、川島副部長、髙橋副部長）

新
役
員
体
制

○
部
　
　
長
　
廣
中
　
　
諭（
南
）

○
副 

部 

長
　
髙
橋
　
竜
也（
西
）

　 

　
〃
　
　 

川
島
　
拓
磨（
東
）

○
代
表
監
事
　
大
関
　
涼
雅（
西
）

○
監
事
・
理
事
　
安
斉
　
大
夢（
東
支
部
長
）

　 

　
〃
　
　 

河
合
　
正
一（
南
支
部
長
）　
　

　 

　
〃
　
　 

矢
田
目
裕
弥（
西
支
部
長
）

　 

　
〃
　
　 

合
田
　
佳
祐（
東
副
支
部
長
）

　 

　
〃
　
　 

齊
藤
　
義
博（
南
副
支
部
長
）

※監事・理事について
　は、第一回役員会に
　て互選されます。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
は
２
月
14
日

に
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
第
20
回
通
常
総
代

会
を
開
き
、
代
議
員
34
人
（
本
人
出
席
33

人
、
委
任
状
出
席
１
人
）
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

開
会
挨
拶
で
宮
下
美
由
紀
部
長
は
「
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し

た
こ
と
で
活
動
も
に
ぎ
や
か
さ
を
取
り
戻

し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
こ
と
で
改
め
て
交

流
の
重
要
性
を
実
感
し
た
１
年
だ
っ
た
。

よ
り
魅
力
的
な
組
織
に
し
て
多
く
の
部
員

が
参
加
で
き
る
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

新
年
度
事
業
で
は
、
部
員
交
流
視
察
研

修
や
20
周
年
記
念
事
業
を
含
む
三
組
織
合

同
事
業
の
実
施
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
女
性
協
議
会

研
修
へ
の
参
加
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
部
長
に
大
槻
由
紀
江

さ
ん
（
置
戸
支
部
）
、
副
部
長
に
佐
藤
真

美
子
さ
ん
（
訓
子
府
支
部
）
と
古
瀬
市
子

さ
ん
（
北
見
支
部
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

新
部
長
の
大
槻
さ
ん
は
就
任
挨
拶
で
「
今

年
は
視
察
研
修
な
ど
の
ほ
か
三
組
織
20
周

年
記
念
事
業
な
ど
事
業
が
目
白
押
し
。
部

員
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
活
動
し
、
魅
力
あ

る
組
織
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

▲開会の挨拶を行う宮下部長

▲左から大槻部長、古瀬副部長、佐藤副部長

新
役
員
体
制

○
部
　
長
　
　
大
槻
由
紀
江（
置
　
戸
）

○
副
部
長
　
　
佐
藤
真
美
子（
訓
子
府
）

　
　
〃
　
　
　
古
瀬
　
市
子（
北
　
見
）

○
監
事
・
理
事  

庄
司
　
明
美（
西
支
部
長
）

　
　
〃
　
　
　
有
馬
　
郁
子（
置
戸
支
部
長
）

　
　
〃
　
　
　
永
井
美
紀
子（
訓
子
府
支
部
長
）

　
　
〃
　
　
　
溝
手
　
範
子（
上
常
呂
支
部
長
）

　
　
〃
　
　
　
西
若
か
お
り（
北
見
支
部
長
）

　
　
〃
　
　
　
佐
藤
　
静
枝（
端
野
支
部
長
）

※監事・理事につ
　いては、第一回
　役員会にて互選
　されます。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は

２
月
15
日
に
相
内
地
区
事
務
所
で
第
20
回

通
常
総
代
会
を
開
き
、
代
議
員
12
人
（
本

人
出
席
12
人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

有
馬
芳
枝
会
長
は
開
会
挨
拶
で
「
会
員

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
加
入

啓
蒙
チ
ラ
シ
の
作
成
や
役
員
に
よ
る
呼
び

か
け
な
ど
、
新
規
会
員
の
獲
得
に
向
け
た

活
動
を
行
っ
た
。
令
和
６
年
度
は
支
部
制

を
廃
止
し
本
部
一
本
化
と
な
る
１
年
目
と

な
る
が
、
引
き
続
き
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

総
代
会
で
は
支
部
制
の
廃
止
や
そ
れ
に

伴
う
規
約
の
改
定
、
令
和
６
年
度
の
事
業

計
画
と
し
て
三
組
織
合
同
事
業
や
交
流
視

察
、
研
修
会
の
実
施
な
ど
が
提
案
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
会
長
に
河
合
美
佳
さ
ん

（
南
支
部
）
、
副
会
長
に
は
苅
谷
鮎
美
さ

ん
（
東
支
部
）
、
萩
原
結
香
さ
ん
（
西
支

部
）
、
監
事
に
は
斉
藤
麻
美
さ
ん
（
南
支

部
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
新
会
長
の
河

合
さ
ん
は
就
任
挨
拶
で
「
本
部
一
本
化
に

は
な
る
が
、
変
わ
ら
ず
積
極
的
な
事
業
へ

の
参
加
を
お
願
い
し
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

▲開会の挨拶を行う有馬会長

▲左から河合会長、苅谷副会長、斉藤監事（萩原副会長は欠席）

新
役
員
体
制

　
○
会
　
　
長
　
河
合
　
美
佳（
南
）

　
○
副 

会 

長
　
苅
谷
　
鮎
美（
東
）

　
　
　 

〃
　
　 

萩
原
　
結
香（
西
）

　
○
監
　
　
事
　
斉
藤
　
麻
美（
南
）

地
域
で
結
束
、幅
広
い
交
流
へ

地
域
で
結
束
、幅
広
い
交
流
へ

青
年
部
支
部
、本
部
間
の
足
並
み
揃
え
る
き
っ
か
け
の
１
年
へ

女
性
部
楽
し
く
活
動
し
、魅
力
あ
る
女
性
部
組
織
を
目
指
し
て

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

本
部
一
本
化
し
て
も
事
業
へ
の
積
極
的
参
加
を
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今
回
の
開
催
目
的
は
Ｊ
Ａ
三
組
織
が
中

心
と
な
り
、
地
域
一
体
で
安
全
作
業
の
啓

発
を
行
い
、
農
作
業
事
故
を
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
で
す
。
関
係
機
関
に
ア
イ
デ
ア
や
意

見
を
も
ら
い
な
が
ら
、
普
段
行
う
農
作
業

の
役
割
が
違
う
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
す
る
こ
と
に
よ
り
多
角
的
な
視
点
か

ら
事
故
リ
ス
ク
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

当
日
は
、
全
国
の
農
作
業
事
故
に
つ
い

て
の
概
要
説
明
が
日
本
農
業
機
械
化
協
会

の
氣
多
技
術
顧
問
か
ら
行
わ
れ
、
続
い
て

当
Ｊ
Ａ
の
農
作
業
事
故
発
生
傾
向
に
つ
い

て
職
員
か
ら
説
明
し
ま
し
た
。
発
生
頻
度

が
高
い
の
は
「
収
穫
作
業
」
、
「
倉
庫
内

作
業
」
と
な
っ
て
お
り
、
負
傷
部
位
で
は

「
足
に
関
す
る
も
の
」
が
多
く
な
っ
て
い

る
と
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
「
従
業
員
や

ア
ル
バ
イ
ト
」
に
関
す
る
事
故
も
一
定
数

発
生
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
触
れ
ま

し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
・
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は
昨
年
12
月
18
日
、
農

作
業
安
全
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
三
組
織
の
本
部

役
員
23
人
が
参
加
し
、
（
一
社
）
日
本
農
業
機
械
化
協
会
や
ホ
ク
レ
ン
北

見
支
所
営
農
支
援
室
、
㈱
ク
ボ
タ
な
ど
関
係
機
関
を
招
き
ま
し
た
。

〜
農
作
業
安
全
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
〜

◇作成したマトリクス表の紹介（一部紹介）

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
マ
ト
リ
ク
ス
表

を
作
成
し
ま
し
た
。
マ
ト
リ
ク
ス
表
と
は
、

テ
ー
マ
に
対
し
て
取
り
組
み
の
優
先
事
項

を
可
視
化
し
、
整
理
す
る
表
で
、
今
回
は

①
発
生
頻
度
、
②
ケ
ガ
に
よ
る
影
響
度
、

③
事
故
防
止
に
掛
か
る
費
用
コ
ス
ト
の
３

つ
の
軸
で
考
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
６
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
発
生

頻
度
が
高
い
「
収
穫
作
業
」
、
「
倉
庫
内

作
業
」
、
「
足
に
関
す
る
も
の
」
と
「
従

▲取り組みのイメージ

業
員
に
関
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
実
体
験
や
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
に
つ
い
て
共
有
し
、
表
の
ど
の
部
分

に
落
と
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
、
積
極

的
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
組
織
間
で
意
見
交
換

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
じ
農
作
業
で

も
役
割
が
違
う
こ
と
が
多
く
、
視
点
の
違

い
か
ら
気
づ
き
の
多
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

特集

赤…事故 (重傷 )

澄…事故 (軽傷 )

黄…事故 (無傷 )

緑…ヒヤリハット

　

表
の
右
上
に
あ
る

事
例
が
、
発
生
頻
度

・
影
響
度
が
高
く
、

費
用
コ
ス
ト
が
掛
か

ら
ず
防
止
で
き
る
も

の
と
な
る
た
め
、
ど

の
よ
う
な
順
序
で
取

り
組
め
ば
よ
い
の
か

一
目
で
判
断
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

「
予
算
を
掛
け
ず
に

事
故
リ
ス
ク
を
回
避

で
き
る
こ
と
に
気
づ

け
た
」
、
「
一
人
で

は
な
く
共
同
で
行
う

作
業
や
声
掛
け
の
重

要
性
に
つ
い
て
メ
ン

バ
ー
で
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
感

想
が
あ
が
り
、
翌
年

度
の
安
全
作
業
に
向

け
た
実
り
多
い
意
見

交
換
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

令
和
６
年
度
も
Ｊ

Ａ
青
年
部
で
は
、
農

作
業
事
故
防
止
に
向

け
た
各
種
取
り
組
み

を
当
Ｊ
Ａ
と
協
力
し

て
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。
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〜
Ｊ
Ａ
津
軽
み
ら
い
か
ら
の
り
ん
ご
と
共
に
〜

地
元
食
材
を
子
ど
も
た
ち
へ
贈
呈

　

営
農
を
開
始
し
た
２
人
は
「
こ
れ
ま

で
は
研
修
と
い
う
こ
と
で
、
福
田
さ
ん

か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
吸
収
し
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
た
ち
が
主
体
と

な
っ
て
営
農
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

責
任
を
持
っ
て
作
物
を
育
て
て
い
き
た

い
。
ま
た
農
作
業
事
故
に
は
十
分
注
意

し
て
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

経
営
の
出
し
手
で
あ
る
福
田
さ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
は
自
分
で
責
任
を
持
っ
て

作
物
を
育
て
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

営
農
開
始
す
る
ス
タ
ー
ト
の
年
だ
か
ら
、

豊
作
で
い
い
年
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
端
野
地
区
で
は
、
池
田
直

貴
さ
ん
と
理
さ
ん
夫
妻
が
継
承
先
で
の

２
年
間
の
研
修
を
終
え
就
農
し
ま
し
た
。

　

池
田
夫
妻
は
同
地
区
で
約　

ha
の
経

営
規
模
で
農
業
を
営
む
畑
野
複
合
経
営

の
福
田
嘉
博
さ
ん
か
ら
継
承
。
２
月
13

日
に
玉
ね
ぎ
の
播
種
作
業
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
池
田
夫
妻
の
両
親
は
共

に
農
業
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
そ
の
働

い
て
い
る
姿
を
見
た
と
き
に
自
分
た
ち

も
農
業
と
い
う
職
業
に
魅
力
を
持
ち
、

い
つ
か
は
自
分
の
手
で
作
物
を
育
て
て

み
た
い
と
考
え
始
め
た
の
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
縁
も
あ
っ
て
第
三
者
継
承
と

い
う
形
で
夢
が
叶
い
ま
し
た
。

▲玉ねぎの伏せこみを行う
　直貴さん（奥）と理さん（手前）

▲池田さん夫妻

〜
外
国
人
技
能
実
習
生
観
て
歩
記
〜

北
見
市
で
日
本
文
化
を
体
験

　

午
前
は
ホ
タ
テ
や
玉
ね
ぎ
な
ど
北
見

の
特
産
品
を
使
っ
た
塩
焼
き
そ
ば
と
か

わ
い
ら
し
い
見
た
目
の
上
生
菓
子
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
浴
衣

に
着
替
え
、
茶
道
を
体
験
。
実
習
生
た

ち
は
慣
れ
な
い
作
法
に
戸
惑
い
な
が
ら

も
お
茶
を
味
わ
い
、
思
い
出
づ
く
り
に

写
真
撮
影
を
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
技

能
実
習
生
は
「
浴
衣
を
着
た
り
、
和
菓

子
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
。
日
本
の
文
化
を
体
験
し
、
貴
重
な

１
日
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し

た
。

　

北
見
市
は
１
月
31
日
、
市
内
の
外
国

人
技
能
実
習
生
向
け
に
日
本
文
化
を
体

験
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
外
国
人
技
能
実
習

生
観
て
歩
記
」
を
端
野
町
公
民
館
で
開

催
し
ま
し
た
。
技
能
実
習
生
に
地
域
の

魅
力
や
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
お
う
と
実
施
。
当
Ｊ
Ａ
や
常
呂
漁

協
で
働
く
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
24

人
が
和
菓
子
作
り
や
茶
道
を
楽
し
み
ま

し
た
。

▲作った塩焼きそばを試食する技能実習生

▲浴衣を着て茶道を体験する様子

二
年
間
の
研
修
を
終
え
、第
三
者
継
承
で
就
農

　
　
　
　
　
　
　
　 

池
田
夫
妻
、営
農
開
始
！

に
お
い
し
い
玉
ね
ぎ
や
ス
ノ
ー
マ
ー
チ

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
て
ホ
ッ
と
し
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
地
元
の
野
菜
を

味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
行
政
の
市
長
、
町
長
は

「
子
ど
も
た
ち
の
食
の
た
め
に
毎
年
、

た
く
さ
ん
の
野
菜
や
り
ん
ご
を
頂
き
あ

り
が
た
い
」
と
感
謝
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
食
育
教
材
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
ほ
か
、
北
見
市
と
訓
子
府
町
、

置
戸
町
、
Ｊ
Ａ
等
で
構
成
さ
れ
る
北
見

地
区
農
業
振
興
連
絡
協
議
会
か
ら
野
菜

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
入
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
子
ど
も
た

ち
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
２
月
２
日
、
給
食
食
材
用

と
し
て
北
見
市
、
訓
子
府
町
、
置
戸
町

に
玉
ね
ぎ
４
，
０
０
０
kg
と
馬
鈴
し
ょ

〝
ス
ノ
ー
マ
ー
チ
〟
２
，
０
０
０
kg
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
地
元

農
産
物
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
２

０
１
０
年
か
ら
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
Ｊ
Ａ
み
ら
い

サ
ミ
ッ
ト
」
の
つ
な
が
り
を
縁
に
青
森

県
の
Ｊ
Ａ
津
軽
み
ら
い
か
ら
り
ん
ご
７
，

７
２
８
個
を
保
育
園
や
小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

１
市
２
町
を
訪
れ
た
当
Ｊ
Ａ
の
大
坪

広
則
組
合
長
は
「
令
和
５
年
は
記
録
的

な
猛
暑
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
環
境
下

で
の
営
農
と
な
っ
た
が
、
今
年
も
無
事

▲贈呈式の様子（北見市）

▲歓談の様子（置戸町）

作
る
「
弁
当
の
日
」
の
取
り
組
み
を
映

画
に
し
た
も
の
で
、
参
加
者
は
「
食
を

通
じ
て
子
ど
も
の
成
長
や
家
族
の
つ
な

が
り
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
内
容
で

あ
り
、
子
ど
も
の
教
育
に
も
つ
な
げ
ら

れ
る
」
と
心
を
打
た
れ
た
様
子
で
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
和
気
あ
い
あ

い
と
交
流
が
行
わ
れ
る
中
、
Ｊ
Ａ
清
里

町
女
性
部
な
ど
３
単
組
か
ら
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
こ

の
日
一
番
の
大
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
工
夫
展
で
は
当
Ｊ
Ａ
女
性
部

か
ら
４
作
品
を
出
品
。
上
常
呂
支
部
の

森
田
幹
子
部
員
が
出
品
し
た
「
フ
ラ
ワ

ー
ラ
ン
タ
ン
」

は
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
協
議
会
は
２

月
１
日
、
北
見
市
内
の
ホ
テ
ル
ベ
ル
ク

ラ
シ
ッ
ク
北
見
で
第
38
回
オ
ホ
ー
ツ
ク

Ｊ
Ａ
女
性
部
研
修
大
会
・
家
の
光
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
２
月
の

開
催
以
来
、
４
年
ぶ
り
の
実
開
催
で
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
Ｊ
Ａ
女
性
部
員
や

関
係
者
ら
１
８
０
人
以
上
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

同
協
議
会
の
令
和
５
年
度
活
動
な
ど

に
つ
い
て
報
告
し
た
後
、
食
育
活
動
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
鑑
賞
と
し
て

「
弁
当
の
日
」
を
上
映
し
ま
し
た
。
こ
の

映
画
は
、
２
０
０
１
年
に
香
川
県
の
滝

宮
小
学
校
か
ら
始
ま
っ
た
、
子
ど
も
が

▲会場の様子

▲（左）賞状を受け取る森田部員
　（右）優秀賞を受賞したフラワーランタン

み 　
　

あ
る 

き

〜
数
年
ぶ
り
の
実
開
催
で
部
員
37
人
交
流
深
め
る
〜

第
38
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部
研
修
大
会
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
の
光
大
会
へ
参
加

37

き　
　
　
　
　
　
　

み
ち

な
お
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訓子府地区・北栄

河合 美佳さん（40歳）

み　か

　今回はフレッシュミズの河合会長に登場いただき

ました。

きたみらい技能実習生

ファム ティ キム ガンさん（21歳）

出身地：ベトナム（チャーヴィン省）

役立つベトナム語講座

みらいプロジェクトチャンネル
vol.33

　「幅広い人が楽しめる  　　
　　　　　　  活動を！」

　リジェネレイティブ農業に取り組む際の内部の「阻害要因」はズバリ、「マインドセット」で

ある。リジェネレイティブ農業とはこの連載でも述べているように、手段ではなく、原則、つま

り考え方である。人は物事に対して一定の決められた「態度」を持っている。ある出来事をどの

ように捉え、それにどのように対処するのか、そうした考え方と行動の「枠組み」のことをマイ

ンドセットと呼ぶ。そして、リジェネレイティブ農業は、今の農業に対する「マインドセット」

を転換することをその出発点とするのである。

　どういうことか。私たちは圃場に生えている作物以外の草を雑草と呼んで、駆除の対象とする。

虫も同じだ。綺麗なモンシロチョウも、畑にいれば害虫である。雑草をなぜ駆除しないといけな

いのかといえば、それが作物の必要としている栄養・水分を奪ってしまい、また、作物よりも早

く生育してしまえば、光合成を邪魔するからである。

　これは、土壌とは作物の必要な栄養素や水分が保存されている「容器」であり、容易に入れら

れた養分を吸収することで作物は育つという考え方（マインドセット）に起因している。だから、

競合する「邪魔者」は駆除しなければならない、ということになる。ところが、リジェネレイテ

ィブ農業の考え方、ではなく、土壌の本質からいえば、土壌は栄養分などの「容器」ではなくて、

微生物・細菌と植物との相互関係の中で生み出される生態系の現れである。植物は、多様な微生

物・細菌とのやり取りの中で、自ら光合成で作り出した炭素を供給し、その見返りとして様々な

ミネラルを受け取る。

　そうであれば、自分以外の植物も一緒に微生物たちとの共同作業に参加してくれることで、自

分にとってもその恩恵（多様な栄養素の確保やより豊かな微生物層を作り出すこと）を授かるこ

とができる。つまり雑草は、邪魔者ではなく、共に土の世界を豊かにするための協力者というこ

とになる。

　だが、いまの畑に生えてくる雑草たちが、そのまま「協力者」になるのかといえばそうではな

い。土壌の生物性、化学性、物理性によって、生育しやすい植物の種類は異なり、それらが各自

の圃場において役に立つばかりではないからである。ここで注意が必要なのは、「役に立つ、立

たない」とは、その植物の本質的価値ではなく「その時の経営において」という限定的なもので

ある。どんな植物もそれぞれに土壌を作るという意味において固有の価値を持っているからであ

る。

　つまり、土壌を自分達が望む植物たち、それは作物とそれ以外の土壌を作る協力者（カバーク

ロップ）が生育しやすい土の世界を作ることが目的となる。逆にいえば、駆除しても駆除しても

圃場に「侵入」している雑草たちは、今の土壌の世界がこの雑草に適した状態にあるよ、という

ことを教えてくれているのである。だから、この土壌の状態を改善して、彼らではなく、より作

物の協力者になるカバークロップ達が育つ環境に持って行くことが、行動のステップとなる。そ

のためにも土壌を健康にする原則に沿った行動をして、自分が求める作物とその協力者であるカ

バークロップ達が好む土壌の環境を作り出していく。その結果、土の豊かさが、農業経営の力強

さにつながる。こうしたマインドセットの変化が、リジェネレイティブ農業だけではなく、これ

からの農業を持続的なものとしていくために必要となるだろう。

リジェネレイティブ農業について感じたこと⑤
北海道大学大学院農学研究院　小林　国之

◆出身、結婚に至るまで
　留辺蘂町出身で、高校卒業後は歯科助手として北
見市内で働いていました。10年ほど室内で仕事をして
いたため「外で働けたら気持ちがいいだろうな」と
思っていたところ、バレーボールの社会人サークルで
練習日が同じだった夫と出会い自然とお付き合いを
するようになり、約１年の交際を経て結婚しました。
農作業も性に合っていたようで、今は夫に小学生の娘
と息子、義父母の６人でにぎやかに充実した毎日を過
ごしています。
◆ご自身の性格は？
　あまり細かいことを気にしないタイプで、飼ってい
る金魚の名前は２匹ともまとめて「きんぎょ」です。
人からもおおらかな性格だと言われますが緊張しや
すい面もあり、人前で話すときや知らない人が多い
場所ではいつも口数が少なくなってしまいます。
◆趣味は？
　自家製のあんこを炊くことです。結婚した頃に畑で
とれた小豆が山のようにあるのを見て、少し分けて
もらい炊いてみたところとてもおいしくできたのが
きっかけで時々作るようになりました。今では息子の
大好物で、できたてを出すと「そのまま食べるのが一
番おいしい」と言ってたくさん食べてくれます。
◆組織活動の魅力は？
　組織活動を通して普段は接する機会がない、いろ
いろな地域や年代の方と交流出来ることが魅力だと
思います。フレッシュミズが一本化したことで、これ
からはより幅広い人たちが一緒に活動すると思いま
すので、参加した人皆が楽しめるように頑張りたいで
す。１年間よろしくお願いします。

Ｑ趣味はなんですか?
　　旅行と写真撮影が好きです。Ｑ好きな日本語はなんですか?
　　「風は吹けども山は動かず」Ｑ日本の好きな食べ物はなんですか?　　焼きそばとたこ焼き
Ｑ北見に来て大変だったことはなんですか?　　日本語が分からなくて、会社の人と話すことが　大変でしたが、今は先輩や職員と話すことで少し　ずつ慣れてきました。冬は凄く寒くて大変です。Ｑ日本でやってみたいことはありますか?　　着物を着てみたい、富士山を登りたい、日本の　文化を体験してみたいです。Ｑ色々な実習をしてみてどうでしたか?　　ムキ玉を切るのが大変ですが、これからも色々　な実習に取り組んでいきたいです。

　真剣に相手を想っているときに使うフレーズ「あな

たを愛している」はベトナム語で“トエ　ユー　バン”

と言います。“トエ”が「私」“ユー”が「愛する」“バ

ン”が「あなた」を意味しています。
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お問い合わせ：担い手グループ　TEL:24－2145（榎本・辻本）

高齢者福祉活動（生活相談業務）
に関する意向調査について

　高齢者福祉活動（生活相談業務）は介護予防活動の推進のため、主に自立可能な後期高齢者
（75歳以上の方）を対象とした活動を行っております。
　その一環として以下の意向調査を実施し、対象となる方の状況を把握したくご理解の程よろし
くお願い致します。
　なお、今年度の調査の対象となる世帯には下記の文書を送付いたします。ご家族の皆様で相談
の上ご記入下さい。

　３月26日(火)までに返送くださいますようよろしくお願い致します。
　また、相談を希望される方への面談は引き続き行っております。年齢などに関わらず、生活上の
不安がある方はお気軽に担い手グループまでご連絡ください。

▼高齢者福祉活動（生活相談業務）に関する意向調査票

今年度の担当者は下記の通りです。よろしくお願い致します。今年度の担当者は下記の通りです。よろしくお願い致します。

◆辻本　修子

ＴＥＬ：090-2691-3493

地区：北見・相内
　　　上常呂・端野

ＴＥＬ：090-2690-0674

地区：温根湯・留辺蘂
　　　置戸・訓子府

◆榎本　明莉

温根湯

留辺蘂

置　戸

訓子府

相　内

上常呂

北　見

端　野

合　計

59

33

70

251

61

91

134

163

862

36

23

58

106

37

52

59

95

466

31

23

41

95

34

50

56

88

418

52.5％

69.7％

58.6％

37.8％

55.7％

54.9％

41.8％

54.0％

48.5％

地
区
毎
の
出
席
状
況

地区名 組合員戸数 出席人数 出席戸数 出席率

▲36人が出席して行われた温根湯地区懇談会

　

２
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
の
４
日
間
、

８
会
場
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
地
区
別
懇
談
会
が

行
わ
れ
、
組
合
員
と
家
族
の
み
な
さ
ん
４

６
６
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

地
域
運
営
委
員
長
の
進
行
に
よ
り
、
令

和
６
年
度
の
事
業
基
本
方
針
や
部
門
別
経

営
計
画
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
出
席
し
た

組
合
員
か
ら
も
数
多
く
の
意
見
と
質
問
を

頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
・
要

望
な
ど
に
つ
い
て
は
後
日
「
Ｑ
＆
Ａ
」
と

「
Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
」
に
て
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

冬
期
地
区
別
懇
談
会
終
え
る

　   

８
会
場
に
４
６
６
人
出
席

き
た
み
ら
い
玉
葱
振
興
会
の
快
挙
を
祝
し
、

    
記
念
年
表
除
幕
式
を
開
催

　

玉
ね
ぎ
の
選
別
か
ら
輸
送
を
担
う
北
見

通
運
株
式
会
社
と
日
本
通
運
株
式
会
社
は

２
月
２
日
、
当
Ｊ
Ａ
の
合
併
後
20
年
の
歩

み
な
ど
を
記
し
た
年
表
を
作
成
し
、
除
幕

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
年
表
は
、
き
た
み
ら
い
玉
葱
振
興

会
が
第
50
回
日
本
農
業
賞
集
団
の
部
で
大

賞
受
賞
、
第
60
回
農
林
水
産
祭
天
皇
杯
で

の
受
賞
を
記
念
し
て
作
成
。
当
Ｊ
Ａ
に
寄

贈
さ
れ
、
北
見
市
西
相
内
の
玉
ね
ぎ
集
出

荷
施
設
内
に
掲
示
し
ま
し
た
。
年
表
は
縦

１
・
２
ｍ
、
横
４
・
８
ｍ
で
、
こ
れ
ま
で

地
域
で
の
玉
ね
ぎ
の
育
苗
や
輸
送
ま
で
の

流
れ
な
ど
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

除
幕
式
に
は
北
見
通
運
の
舛
川
誠
社
長

や
日
本
通
運
の
宮
谷
俊
行
北
見
支
店
長
を

は
じ
め
関
係
者
ら
が
出
席
。
当
Ｊ
Ａ
の
大

坪
広
則
組
合
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
歴
史
が

表
現
さ
れ
て
い
る
。
将
来
に
向
け
て
関
係

機
関
と
協
力
し
な
が
ら
消
費
者
に
対
し
供

給
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と
考
え

を
伝
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
お
越
し
の
際

は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲作成された記念年表

▲除幕式での様子（玉ねぎ集出荷施設で）
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　当ＪＡ端野地区の端野町サラタマ生産部会は２
月６日、創立20周年の記念式典を当ＪＡ端野地区
事務所で開催しました。
　同生産部会は平成16年２月にきたみらい玉葱振
興会から独立し、令和６年２月で創立20周年を迎
えました。現在は38戸の生産者が道内を中心に早
生品種のトップブランドとして栽培しています。
　記念式典では式辞として、同生産部会の日置大
真部会長が「昨今におけるサラタマを取り巻く環
境は厳しく、これまでも会員の高い意識や諸先輩
方の導きで乗り越えてきた。今後も苦境を乗り越
えられるよう、会員各位が高い生産意欲を持って
取り組める環境の構築が必要」と強調しました。
　同生産部会
の日置部会長
から第３代目
部会長の星英
樹さん、第４
代目部会長の
間村直樹さん
に組織功労と
して感謝状が
手渡されまし
た。

▲日置部会長（左）から感謝状を
　受け取る星さん（右）

　きたみらい酪農振興協議会は１月25日、きたみ
らい管内の６給油所でシチュー配布を行いました。
この取り組みの目的は牛乳乳製品消費拡大運動と
して実施しました。給油に来た利用客に対して、
同振興協議会の役員が手渡しでシチュー配布を行
い、乳製品消費拡大を呼びかけました。シチュー
は６給油所合わせて1,650個を配り終えました。

▲給油所利用者に配布する
　きたみらい酪農振興協議会の中島会長

　当ＪＡは２月22日、振興局らが主催の令和５年
度オホーツク地域農福連携の推進に係る意見交換
会に出席しました。この意見交換会はオホーツク
管内で農福連携の推進を図るために開催され、関
心がある関係者ら約40人を対象に講演会や事例紹
介、グループワークが行われました。
　農業側の事例紹介として、当ＪＡで行っている
農福連携の取組経過などについて榎本職員が事例
を報告。成果として、障害者に対するイメージの
向上や作業速度の向上が見られる一方で、実施可
能な作業の洗い出し、組合員の認知度向上など課
題もあることを伝えました。
　当ＪＡではこれまで農業者と福祉事業所のマッ
チング支援を行っていますが、今後も地域で農福
連携を普及啓発していくための事業展開をしてい
く予定です。

▲グループワークで意見を交わす榎本職員（網走市で）

　私はＫｉＴ Ｃ．Ｃ．に所属しながら、ＪＡきたみ
らいで働いている臼井槙吾（営農振興部担い手
Ｇ）です。
　私たちは2024年１月27日、北海道札幌市にて行
われた「第41回全農日本カーリング選手権大会」
に出場しました。
　大会では、１次予選ブロック通算２勝２敗（ブ
ロック３位）となり、２次予選に進出することが
できました。２次予選ブロックでは通算１勝４敗
（全体５位）となり、プレーオフ進出とならず大
会を終えました。
　ＪＡきたみらいをはじめ、協賛していただいて
いるスポンサーの方々、チームを支援していただ
いている地域の方々に支えられ、チームとして３
年連続の日本選手権に出場することができました。
今年の日本選手権からは2026年ミラノ五輪に繋が
る大切な大会でしたが、結果を残すことは出来ま
せんでした。来年はまた１からの挑戦となります
が、必ず日本選手権の舞台に戻り、優勝を目指し
精進して参りますので、応援よろしくお願いいた
します。

▲奮闘する臼井選手　ⒸＪＣＡ Ｈ．ＩＤＥ

創立20周年を迎え、記念式典を開催
～端野町サラタマ生産部会～

事 務 所 9:00～17:00

センター・地区事務所

平　日 土曜日 日曜日 祝祭日

営　業　時　間

休み 休み
金融窓口 9:00～15:00

休み

（ＡＴＭ） 9:00～17:00 9:00～12:00※

共済窓口業務 9:00～15:00 休み

※本店・訓子府支店・端野支店のみ営業

各給油所

給　油　所
8:00～19:00 8:00～19:00 8:00～18:008:00～18:00※

※温根湯給油所は日曜日休業

営業時間の変更のお知らせ
令和６年４月１日（月）～10月31日（木）

昭和56年５月21日生
専修大学北海道短期大学（土木科）卒業
趣味・好きなもの　スポーツ

採 用 の お 知 ら せ
総務企画部付

矢　　　義　典
や　　　はぎ　　よし　　のり

　組合員の皆様や地域住民の方に
信頼されるように頑張りますので、
よろしくお願い致します。

農福連携事業の普及を目指し、
関係者と意見を交わす

農
機
自
動
車
グ
ル
ー
プ
、

 

取
り
組
み
評
価
さ
れ
表
彰
！

　

当
Ｊ
Ａ
の
農
機
自
動
車
グ
ル
ー
プ
は
２

月
17
日
、
自
動
車
整
備
事
業
に
係
る
こ
れ

ま
で
の
業
務
の
取
り
組
み
を
評
価
さ
れ
て

功
労
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
、
事
業
を
15
年
以
上
継
続
し
、
自

動
車
検
査
及
び
安
全
性
の
確
保
と
公
害
防

止
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
、
過
去
５
年
間

に
お
い
て
道
路
運
送
車
両
法
な
ど
に
つ
い

て
違
反
が
無
い
こ
と
を
理
由
に
北
見
運
輸

支
局
関
係
功
労
者
表
彰
の
指
定
工
場
部
門

で
受
賞
し
ま
し
た
。

▲表彰状を受け取る柴田工場長

　

授
賞
式
は
留
辺
蘂
町
の
大
江
本
家
で
開

催
さ
れ
、
第
66
期
北
見
地
方
自
動
車
整
備

振
興
会
通
常
総
会
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
を
受
け
て
農
機
自
動
車
グ
ル

ー
プ
の
柴
田
工
場
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
大
変
う
れ
し
い
。

今
後
も
Ｊ
Ａ
整
備
工
場
と
し
て
組
合
員
の

営
農
と
生
活
に
寄
与
す
べ
く
活
動
を
継
続

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
平
成
４
年
に
旧
Ｊ
Ａ
訓
子
府

町
が
一
度
受
賞
し
て
い
ま
す
が
、
合
併
以

来
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

※生産資材店舗・整備工場の営業時間は改めてご案内いたします。

▲受賞した表彰状
▲試合中の様子　ⒸＪＣＡ Ｈ．ＩＤＥ
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もし、農作業中に怪我をしたら！！
～労災保険請求手続きの基本的な流れと主な注意点～

●労災請求の基本的な流れ

　先月から玉ねぎの播種作業が本格的に始まり、令和６年の営農がスタートしてい

ますが、それに伴い労災事故の報告は春から急激に増加してきます。農作業事故が

発生しないことが一番ですが、万が一、農作業事故が発生した場合の労災保険請求

手続き上の流れと主な注意点を記載しましたので、ご確認をお願いします。

①怪我をしたら、整形外科のある

　労災指定病院で受診を！

　その時に「農作業事故であるこ

　と」を伝えてください。

②ＪＡ労災担当に連絡を！

　氏名や日時・作業状況・症状な

　ど細かく聞き取りします。

③ＪＡ担当が労災請求書等を病院

　や薬局に提出します。

●労災請求の主な注意点
・怪我をしたら、我慢せず、すぐに病院で治療してください。

　数日から数カ月以上、我慢してから受診した場合、担当医が受傷日時や本当にその

　時の怪我なのか証明できなくなります。

・国民健康保険を使って治療費を支払わない。

　返金は可能ですが、病院や行政の国保係と手続きが煩雑になり、時間が掛かります。

・特に月末の事故の場合はすぐに連絡ください。

　医療機関は月末締めで健康保険組合等に治療費の請求をします。

・経営者または家族労働者の事故の場合は労災認定されない作業条件があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経営者側は一般労働者と違って労災認定範

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囲が狭くなっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まずはＪＡ労災担当までお問合せください。

★お問合せ
　営農振興部　担い手グループ
　                 ＴＥＬ 24-2145
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第１回 理事会報告
　２月22日、午前９時30分より第１回定例理事会が開催され、
報告事項14件、決議事項12件が協議され、原案通り承認されま
した。
　
【報告事項】
①令和５年度内部監査業務活動報告について
②令和５年度事務ミス等の発生状況報告について
③信用事業取引における対応状況等について
④組合員状況報告について
⑤令和５年度資産査定結果について
⑥令和６年度理事に対するクミカン貸越極度額の設定に係る報 
　告について
⑦地区別懇談会の実施報告について
⑧人事の発令について
⑨令和６年度信用評価基準による階層区分の設定及び指導区分
　の変更並びに対策農家選定について
⑩理事からの販売品買取に係る報告について
⑪Ｒ５年度玉ねぎ・馬鈴しょの選果販売状況について
⑫女子会での馬鈴しょ食べ比べアンケート結果について
⑬ゼロカーボン脱炭素社会実現に向けた施設整備について
⑭生乳生産状況及び個体取引価格状況について
　
【決議事項】
①令和５年度コンプライアンス・プログラム実践状況及び令和
　６年度コンプライアンス・プログラムの制定について
②令和６年度１億円を超える信用の供与等の設定について
③令和６年度余裕金の運用について
④税効果積立金の取崩しについて
⑤出資減口について
⑥小麦乾燥調製貯蔵施設開発行為工事に係る発注方法について
⑦小麦乾燥調製貯蔵施設のプラント１期工事に係る発注方法に
　ついて
⑧相内10号倉庫低温化改修工事（建築・空調）に係る発注方法
　について
⑨令和６年度生乳受託販売契約について
⑩固定資産の取得について
⑪令和５年度事業報告（含む事業報告附属書）及び計算書類（剰
　余金処分案を除く）について
⑫令和５年度剰余金の処分（案）について
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Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募用紙に
答え（番号）と広報誌へのご意見・ご感想
を記入してＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの
「玉ねぎ醤油」と「玉ねぎ焼肉のたれ」を
プレゼント致します。

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

 

播年は雪が少なくこのまま雪溶けになり、農作業の
しやすい春を待ちたいですネ。

種作業が始まり、今年もいよい
よ始まりましたね。毎年色
々な所で自然災害がありま

すが、今年は災害もなく、農作業事
故のない年で豊穣を迎えたいです。

今

　道内各地が大荒れという中でも北見はそれほど荒れず、今
年の冬は道が出ていることが多いですね。まだ雪が降る季節
は続きますが、大雪などに見舞われることなく、雪解けに向
かってほしいですね！

（上常呂地区　山本　純子さん）

　異常気象が毎年のように発生しており、もはや異常が日常
になっているようにも感じてしまいますね…。今年こそは災
害のない１年になりますように。
　播種作業が始まったことで農作業事故も増えてきておりま
すが、事故のないよう、健康第一で作業していただければと
思います。

（北見地区　小川　美代子さん）

２月号まちがいさがしの当選者
　２月号のまちがいさがしの答えは「２、３、７、９、12」

でした。正解者38名の中から抽選の結果、当選者は次の

方 で々す。

　以上の方々には、JAきたみらいの「玉ねぎと牛す

じのカレー」と「玉ねぎと鶏もも肉の黒カレー」を

プレゼント致します。

・須河　咲月さま（訓子府）・川岸　正志さま（相　内）
・小坂　正枝さま（訓子府）・大丸　葉生さま（上常呂）
・水上てる子さま（訓子府）・五十嵐心愛さま（端　野）
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和６年２月18日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,600人

5,605人

862戸

120,400百万円

13,605百万円

4,987百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

タイのオイル焼き たっぷり野菜のソーススペアリブと新ジャガのカレー煮

・播種作業やハウス管理などは順調でしょうか。雪が降ったり溶けたり

　不安定な天候にお困りではないでしょうか。もうすぐ春の到来です。

　体調を万全にし、何事もなく植付作業を迎えたいですね。

・新たなスタートを迎える春の季節となり、人それぞれ様々な気持ちで

　いるでしょう。４月からの新体制に向けてまた気持ちを新たに業務に

　取り組みたいと思います。  　　　　　　　　　　　　  （小嶌　優里）

❶鍋にたっぷりの水とショウガ、ネギを入れ、
スペアリブを軟らかくなるまで下ゆでする。
新ジャガは皮をむきラップにくるんで電子
レンジ（600Ｗ）で竹串が通るくらいまで
３分程度加熱し、８等分に切る。スナップ
エンドウはゆで、ニンニクはつぶしておく。

❷フライパンにサラダ油を熱し、ニンニクと
スペアリブを入れる（①のショウガ、ネギ
は香り付けのため使わない）。両面に焼き
色を付け、新ジャガを入れる。

❸Ａを②に入れ強火にかける。たれを絡めな
がらとろみが付くまで煮込む。

❹器にスペアリブと新ジャガを取り出して盛
り付け、スナップエンドウを飾り、残りの
たれをかけて出来上がり。

◆ 材料（３人分）◆
………300g
…………適宜

…適宜
……………2個

…適宜
…………１片
……大さじ１

スペアリブ
ショウガ
ネギ（青い部分）
新ジャガ
スナップエンドウ
ニンニク
サラダ油

…小さじ1
…………200ml

……200ml
………100ml

……100ml
………大さじ1

…1本

A たれ
　カレー粉
　水
　料理酒
　みりん
　しょうゆ
　砂糖
　ローズマリー

◆ 作 り 方 ◆ ❶タイにあらかじめ塩・こしょうを振ってお
く。新ジャガ、新タマネギ、トマト、カブ
はさいの目に、スナップエンドウは５mm幅
に、ニンニクはみじん切りに、カブの茎は
細かく切っておく。

❷野菜のソースを作る。フライパンにオリー
ブ油大さじ２（分量外）と新ジャガ、新タ
マネギ、トマト、カブ、ニンニクを入れ、
弱火で７、８分ほど炒め、白ワインとロー
ズマリーを入れ中火で５分ほど煮込む。仕
上がる直前にスナップエンドウとカブの茎
を入れ、塩・こしょうで味を調える。

❸フライパンで野菜を煮込んでいる間に、タ
イにオリーブ油をかけ、グリルで焼き上げ
る。

❹器に②の野菜のソースをひき、③のタイを
盛り付け、レモン汁をかけて出来上がり。

◆ 材料（２人分）◆
………………２切れ

……………１個
………1/2個

………………１個
…………………１個

…２本
……………１片

タイ
新ジャガ
新タマネギ
トマト
カブ
スナップエンドウ
ニンニク

……………適宜
…………適宜

………適宜
…………50ml

………１本
………小さじ１

カブの茎
オリーブ油
塩・こしょう
白ワイン
ローズマリー
レモン汁

◆ 作 り 方 ◆


